
大崎市田尻学校給食センター

令和 8年度 7月号

おうちのひとといっしょに

よみましょう！

ハオチー

（おいしいよ)

イラスト出典元：学校給食（全国学校給食協会）※この紙面のイラストは転載禁止です。

食中毒は、細菌やウイルスが付いた食べ物や、有害・有毒な成分を含む食べ物を食べて、腹痛や下

痢、吐き気、発熱などの症状が起こることです。１年のうちでも気温や湿度が高くなる６～９月ごろ

は、細菌による食中毒の発生が多くなる時期で、特に、作ってから食べるまでに時間があくお弁当

は、より一層、衛生面で注意が必要です。以下のポイントに気をつけるとともに、

食べる前には必ず手を洗いましょう。

手をきれいに洗う 肉以外の食材はよく

洗う

おかずは中心部まで

しっかり加熱する

作り置きのおかず

も再加熱する

汁気や水分を

よく切る

仕切りやカップを

利用する

ごはん、おかずは

冷ましてから詰める

なるべくすき間なく

詰める

冷蔵庫や涼しいところ

に保管して、

早めに食べる

持ち歩く

ときは、保冷

剤・保冷バッグ

を利用する

給食センター6月のようす

６月１5 日（月）のこんだては、「ジャージャン豆腐（家常豆腐）」でした。

ジャージャン豆腐は、中国四川省の家庭料理です。ジャージャンとは、「家

庭でいつも食べる」という意味です。冷蔵庫にある野菜といつも家にあ

る豆腐を使って作る豆腐料理ということから「家常豆腐（ジャージャン豆

腐）」と名前がついたと言われています。

すずかけしゅうまい

ジャージャン豆腐

米粉麺のスープ


